
◆
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ

大
学
教
員
が
出
向
い
て
授
業
を
行
う
、

い
わ
ゆ
る
出
張
授
業
は
高
校
あ
る
い
は
自

治
体
な
ど
の
要
請
に
応
じ
て
年
間
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
は
、

高
校
生
向
け
の
夏
休
み
や
土
曜
日
な
ど
を

使
っ
た
大
学
で
の
集
中
講
座
で
あ
り
、
平

成
16
年
に
宇
都
宮
大
学
農
学
部
と
栃
木
県

農
業
関
連
高
校
校
長
会
と
の
高
大
連
携
事

業
の
一
部
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
講
座

立
ち
上
げ
に
は
、
次
の
よ
う
な
背
景
が
あ

り
ま
し
た
。
農
業
・
食
料
に
関
す
る
科
学

分
野
の
進
展
と
と
も
に
、
生
産
・
加
工
・

消
費
・
循
環
を
一
連
の
体
系
と
し
て
知
識

を
深
め
る
こ

と
の
重
要
性

が
増
し
て
い

ま
す
が
、
農

業
関
連
高
校

の
授
業
科
目

の
多
く
は
、

科
学
知
識
を

ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
も
、

そ
の
応
用

面
・
実
践
面

の
技
術
習
得

に
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
高
校
生
に
と
っ

て
は
、
日
常
に
履
修
す
る
科
目
が
多
く
、

実
践
的
な
実
習
を
多
く
こ
な
す
こ
と
に
追

わ
れ
、
そ
の
背
景
と
な
る
科
学
的
要
素
、

ま
た
は
そ
の
面
白
さ
を
一
連
の
体
系
と
し

て
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
補
う

た
め
、
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
に
彼
ら
が
向

き
合
っ
て
い
る
科
目
の
科
学
的
深
さ
、
ま

た
高
校
で
は
体
験
で
き
な
い
科
学
を
、
一

線
の
研
究
者
で
あ
る
大
学
教
員
が
講
義
と

実
験
な
ど
を
通
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
。

毎
年
6
月
〜
9
月
に
か
け
て
毎
週
土
曜

日
に
9
〜
12
時
の
間
開
講
さ
れ
、
通
算
10

〜
12
回
行
い
ま
す
の
で
か
な
り
講
義
内
容

も
豊
富
で
す
。
担
当
は
各
教
員
が
交
代
で

行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
修
了
時
に
は
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
、
高
校
の
単
位
の
一
部

に
も
認
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
23
年
度
で
8

回
生
を
輩
出
し
、
修
了
生
の
総
数
は
2
5

0
余
名
と
多
く
の
高
校
生
が
巣
立
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
益
々
講
座
は
充
実
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
の
内
容
は
、
栃
木
県
内
の
高
校
を

対
象
と
し
た
栃
木
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
の
取

り
組
み
で
す
が
、
現
在
東
京
都
内
の
農
業

高
校
と
も
夏
休
み
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
時
期
を
使
い
短
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
学
の
教
育
研
究
の
場
を
体
験
す
る
機
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
東
京
ア
グ

リ
カ
レ
ッ
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆
栃
木
県
と
宇
都
宮
大
と
の
連
携
に

よ
る
農
業
試
験
研
究
促
進
事
業

栃
木
県
の
農
業
試
験
研
究
機
関
と
宇
都

宮
大
学
農
学
部
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き

た
科
学
的
・
技
術
的
成
果
を
、
栃
木
県
の

特
色
を
活
か
し
た
農
林
業
・
産
業
に
関
わ

る
技
術
の
創
生
や
諸
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
に
一
層
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
効
果

的
効
率
的
な
共
同
・
連
携
試
験
研
究
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
16
年
度
よ
り

栃
木
県
の
試
験
研
究
機
関
と
宇
都
宮
大
学

農
学
部
と
の
研
究
交
流
会
を
毎
年
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

第
1
回
の
研
究
交
流
会
は
平
成
16
年
7

月
に
開
催
さ
れ
、
両
機
関
合
わ
せ
て
総
勢

1
0
0
名

を
超
え
る

参
加
者
で

し
た
。
9

つ
の
分
科

会
（
作
物
、

園
芸
、
土

壌
肥
料
、

病
理
昆
虫
、

畜
産
、
食
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内
に
か
な
り
飛
散
し
、
農
耕
地
が
広
く
汚

染
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
3
月
の
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
汚
染
に
始
ま
り
、
腐

葉
土
を
は
じ
め
と
し
た
肥
料
へ
の
混
入
問

題
、
汚
染
稲
わ
ら
と
牛
肉
問
題
、
な
ど
多

く
の
問
題
点
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
放
射
性
物
質
の
汚
染
は
、
物
質
循

環
の
中
に
深
く
広
く
広
が
っ
た
た
め
に
問

題
が
深
刻
化
し
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
今
後
数
年
間
に
わ
た
る
中

長
期
的
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
農
・
食
・
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物

質
の
循
環
を
断
ち
切
る
技
術
対
策
を
確
立

す
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
る
県
内
40
ヶ
所
の
農
耕
地
の
放
射
線
量

に
つ
い
て
、
こ
の
6
月
に
栃
木
県
農
政
部

と
宇
都
宮
大
学
農
学
部
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
測

定
し
ま
し
た
。
こ
の
測
定
活
動
は
、
農
林

水
産
省
が
8
月
30
日
に
発
表
し
た
「
農
地

土
壌
の
放
射
性
物
質
濃
度
分
布
図
」
の
作

成
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
栃
木
県
農
政
部
と
農
学
部
は

「
栃
木
県
放
射
性
物
質
対
策
農
業
技
術
委

員
会
（
委
員
長
は
農
政
部
次
長
、
副
委
員

長
が
農
学
部
長
）」
を
立
ち
上
げ
、
7
月

8
日
に
第
1
回
の
会
合
を
持
ち
、
栃
木
県

内
の
農
業
関
連
放
射
性
物
質
問
題
の
現
状

分
析
や
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
委
員
会
で
は
耕
種
・
畜
産
・
土

壌
の
3
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
農
業
関
連
の
放
射
性
物
質

に
対
す
る
技
術
対
策
を
協
議
お
よ
び
調
査

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
放
射
性
物
質
に
よ

る
汚
染
は
農
耕
地
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
生
活
環
境
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に

学
校
関
係
で
は
子
供
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
の
で
、
栃
木
県
北
部
の
空
間
放

射
線
量
が
1
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
庭
の
汚
染
土
除

去
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
で

は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
・
教
育
学
部
・
農
学
部
が
協
力
し
て
、

学
校
で
の
放
射
線
量
を
測
定
し
、
マ
イ
ク

ロ
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
よ
ば
れ
る
放
射
性

物
質
が
濃
縮
・
蓄
積
し
て
い
る
特
異
的
な

場
所
を
学
校
内
で
見
つ
け
て
、
そ
の
汚
染

土
壌
を
除
去
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

品
、
林
業
、
経
営
、
地
域
環
境
工
学
）
に

分
か
れ
、
各
分
科
会
リ
ー
ダ
ー
が
世
話
役

と
な
り
、
重
点
研
究
の
成
果
発
表
や
研
究

の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を
探
る
た
め
の
研
究

課
題
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
具
体
的
に
共
同
研
究
を
開
始
す
る

等
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
野
生

鳥
獣
害
対
策
研
究
に
は
、
日
光
山
系
で
の

総
合
的
な
調
査
研
究
の
必
要
性
か
ら
群
馬

県
に
も
研
究
交
流
会
に
参
加
頂
く
な
ど
活

動
範
囲
を
積
極
的
に
広
げ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
企
業
と
の
共
同
研
究
支
援
の
た
め
に

宇
都
宮
大
学
地
域
共
生
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
に
も
協
力
を
頂
き
、
産
官
学
研
究
交
流

を
活
発
に
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
重
ね
た
結
果
、

平
成
22
年
3
月
に
は
栃
木
県
の
農
業
試
験

場
、
水
産
試
験
場
、
県
央
家
畜
保
健
衛
生

所
、
畜
産
試
験
場
、
酪
農
試
験
場
、
林
業

セ
ン
タ
ー
場
、
県
民
の
森
管
理
事
務
所

（
名
称
は
当
時
の
ま
ま
）
の
7
つ
の
機
関

と
農
学
部
と
で
共
同
研
究
や
人
材
育
成
に

関
す
る
連
携
協
定
書
を
取
り
交
し
ま
し
た
。

学
術
・
研
究
情
報
交
流
、
共
同
研
究
、
試

験
機
器
な
ど
の
相
互
利
用
、
人
材
育
成
の

分
野
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
県
の
農
業
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
と
連
携
し
た

放
射
性
物
質
汚
染
の
低
減
化

栃
木
県
は
首
都
圏
に
農
産
物
を
出
荷
す

る
農
業
県
で
す
。
今
回
の
原
発
事
故
に
よ

り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
栃
木
県

協定締結の調印式（写真右：茅野甚治郎農学部長）

アグリカレッジ閉講式（平成22年度）

農耕地での放射線量測定

学校での放射線量測定と除染活動

宇
都
宮
大
学
農
学
部
は
、
前
身
で
あ
る

宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
が
大
正
11
年
（
1

9
2
2
年
）
10
月
21
日
に
創
設
さ
れ
て
以

来
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）
で
90
年

に
な
り
ま
す
。
初
代
校
長
佐
藤
義
長
氏
は
、

建
学
に
当
た
り
「
・
・
・
其
研
究
と
教
育

と
は
、
極
め
て
真
面
目
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
、
堅
実
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
彼
の

浮
華
軽
佻
に
し
て
、
時
弊
に
阿
諛
す
る
学

風
の
如
き
は
、
厳
に
之
を
戒
め
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。」（『
宇
都
宮
大
学
農
学
部
60
年

史
』
よ
り
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

以
来
、
骨
太
の
研
究
、
教
育
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
「
現
場
か
ら
発
想
し
、
現
場
に

貢
献
す
る
農
学
の
創
造
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
、
高
い
専
門
性
、
実
践
力
、
倫
理
観

と
豊
か
な
人
間
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
の

持
続
的
発
展
や
自
然
と
人
間
・
社
会
と
の

共
生
に
貢
献
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
魅
力

あ
る
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
農
学
部
が
90
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
幅
広
い
現
場
で
着
実
に
重

ね
ら
れ
て
来
た
実
績
や
、
未
来
に
向
か
っ

て
改
め
て
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
地
域
と

の
連
携
を
深
め
発
展
し
て
い
く
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
、
宇
都
宮
大
学
農
学
部
へ
の

愛
着
の
醸
成
を
広
く
図
る
た
め
、
2
0
1

2
年
10
月
27
日
（
土
曜
）
に
は
90
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
、
記

念
講
演
、
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

こ
れ
か
ら
1
年
間
農
学
部
は
様
々
な
広

報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

農
学
部
は
2
0
1
2
年
に

90
周
年
を
迎
え
ま
す

宇都宮大学農学部　
評議員
岩渕 和則　教授

アロカ146で1000cpm、アロカ172で1μSvを目

安にマイクロホットスポットを探します。

これはその1例で、体育館裏で道幅くらいに放

射線量が高い場所が見つかりました（白枠）。

かなり広範囲なので、その一部で表土5cm程度

を除去し、146で計測し、非汚染土で覆ってまた

計測しました。これにより明らかに放射線量が下

がることを学校の先生に示しました。汚染土壌除

去の要領が分かれば、後は先生とPTAが協力して

実施し、宇大チームは除染効果を測定に後日再訪

問する予定です。

見本で一部の表土を深さ5cm程度掘る体育館の裏がかなり高線量

上から非汚染土で覆う

http://agri.mine.utsunomiya-u.ac.jp/agri/index.htm
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ア
グ
リ
支
援
機
構
は
、
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
の
創
設
以
来
約
90
年
に
渡
っ
て
培
っ
て
き
た

教
育
・
研
究
の
成
果
、
実
績
を
社
会
に
還
元
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
７
年
前
に
発
足
し

ま
し
た
。
ア
グ
リ
支
援
機
構
は
特
別
な
施
設
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
備
え
ら
れ
た
組
織
で
は
な
く
、

宇
都
宮
大
学
農
学
部
と
同
一
の
組
織
で
す
。
か
ね
て
よ
り
大
学
に
対
し
て
敷
居
が
高
い
と
感
ず

る
市
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
壁
を
取
り
払
い
、
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
べ
く
農
学

部
の
　
も
う
１
つ
の
顔
　
を
用
意
し
た
次
第
で
す
。
中
身
は
農
学
部
で
す
が
、
地
域
貢
献
に
特

化
、
機
能
化
し
た
場
合
の
「
呼
称
」
と
理
解
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
農
学
部
は
、
農
・
林
・
水
産
、
生
命
、
環
境
、
生
態
な
ど
の
広
範
な
領
域
を
カ

バ
ー
し
て
お
り
、
多
面
的
か
つ
総
合
的
な
知
識
を
も
っ
て
市
民
、
農
林
水
産
業
者
、
企
業
そ
し

て
行
政
機
関
の
皆
様
に
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
公
開
講
座
や
小
中
高
校
生
へ
の

出
張
授
業
を
通
じ
て
、「
農
」
に
つ
い
て
の
教
育
や
学
び
支
援
も
必
要
で
す
。
世
話
役
と
し
て

岩
渕
和
則
、
田
坂
聡
明
、
関
本
均
、
松
英
恵
吾
、
柏
嵜
勝
の
5
名
の
教
員
と
農
学
部
総
務
係
の

熊
谷
直
子
が
、
精
一
杯
の
対
応
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
何
で
も
相
談
、
何
で
も
支
援
の
窓

口
と
し
て
、
気
軽
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
ア
グ
リ
支
援
機
構
の
地
域
貢
献
事
例
と
し
て
「
ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ
」、「
栃
木
県
と

の
研
究
連
携
」
そ
し
て
「
放
射
性
物
質
低
減
化
活
動
」
を
紹
介
し
ま
す
。


